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揖保川減災協議会の
取組目標（R3～R7）に基づく
令和6年度取組の共有



目標（R3～R7）に基づく令和６年度の取組の共有

１）ハード対策の主な取組
洪水を河川内で安全に流す対策・水防活動に資する基盤等の整備・流域における対策

２）ソフト対策の主な取組
①意識変革、防災意識の継承・再構築、情報伝達に関する取組
想定される浸水リスクの周知・避難指示等の発令について・避難場所、避難経路について・住民等への情報伝達の体制や方法につい
て・避難誘導体制について・避難に関する啓発活動について

②氾濫時に人命と財産を守る水防活動の強化に関する取組
水防体制・河川水位等に係る情報の提供・水防資機材の整備状況

③一刻も早く日常生活を回復するための取組
氾濫水の排水

 構成員へ以下の取組内容のフォローアップアンケートを実施（出水期前・出水期後の２回）

揖保川減災対策協議会の取組

 取組方針(R3～R7)の最終年度となる令和7年度に向けて、引き続き取組状況をフォローアップするとともに、大規模
浸水被害に備えるため、国、県、市町がより一層、連携・協力を行い、取組実施を推進する。

 令和８年度にはR3～R7の取組達成状況の確認、および社会情勢や近年の洪水等を考慮して取組方針の見直しを
図り、次期取組方針を策定する。

今後の展開



■揖保川減災対策協議会の取組目標（R3～R7）

※気：気象情報提供者、河管：河川管理者
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１）ハード対策の主な取組

洪水を河川内で安全に流す対策

1 堤防整備 － ● － － － － － ①

2 河道掘削 － ● － － － － － ①

3 質的対策（堤防の浸透、侵食、洗掘対策、ダム再生） － ● ● － － － － － － ①

水防活動に資する基盤等の整備

4 水防拠点となる施設の整備検討 － ● － － － ● － ②

流域における対策

5 集水域や氾濫域での対策 － － ● ● ● ● － －

２）ソフト対策の主な取り組み　①意識変革、防災意識の継承・再構築、情報伝達に関する取り組み

想定される浸水リスクの周知

6 想定最大規模洪水を対象とした洪水浸水想定区域図、氾濫シミュレーションの周知 － ● － － － － － ②

7 地域住民及び学校等への水災害教育の実施 ● ● － ● ● ● ● ● － ③

8 住民の危機意識向上のための施策等を検討改善 － ● － ● ○ ● ● ● － －

9 想定最大規模洪水を対象とした浸水CGの作成・活用 － ● ○ ● ○ ○ ○ －

10 想定最大規模洪水を加味した洪水ハザードマップの更新・周知 － ● ● ● ● ● ● －

11 水害リスク空白域の解消 － － ○ ● ● ○ － －
洪水予報河川及び水位周知河川以外の法河川における浸水想定
区域を指定する。各市は浸水想定区域をハザードマップに反映
する。

避難勧告等の発令について

12 タイムライン（案）の検証、及び改善に向けた検討 ● ● ● ● ● ● ● －

13 避難判断水位、氾濫危険水位等の検証及び見直し － ● ○ ○ ○ ○ － ②

避難場所、避難経路について

14 広域避難も含めた、避難場所及び避難経路の更新 － ● ○ ○ ● ● ● ②

15 地域防災計画の更新 － ● ● ● ● ● － ②

16 ダムの放流情報等に関する住民への情報提供 － － ○ ○ ● ○ － ①
引原ダムに関して、リアルタイムのカメラ情報等を発信する。
発信内容は、防災訓練等の場で住民に周知し、ダム下流域にお
けるリスク情報を提供する。

17 民間施設等を活用した緊急的な避難先の検討 － － ● ● ● ○ － －
民間事業者等と災害時の応援協定を締結して、民間施設等を指
定緊急避難場所として活用することを検討する。

住民等への情報伝達の体制や方法について

18 協議会参加機関のホームページ等を活用した、浸水想定区域や避難行動に係る情報等の提供 ● ● ○ ○ ● ● ● －

19 発表対象区域や避難の切迫性等が住民に伝わる洪水予報文、伝達手法の検討・周知 ● ● ○ ○ ● ○ ● ②

20 避難情報提供ツールの整備及び住民への周知 ● ● － ● ● ● ● ● ● －

21 リアルタイム洪水情報の活用及び住民への周知 ● ● － ● ● ● ● ● ● －
「川の防災情報」等、国や県が有している水位やカメラ映像等
のリアルタイム情報の取得方法を住民に周知する。

22 スマートフォン等を活用したプッシュ型情報の発信・普及 ● ● － ● ● ● ● ● － －

23 外国語に対応した情報提供の実施 ● ● － ● ● ● ● ● － ③

避難誘導体制について

24 「自主防災組織で避難誘導にあたれる人材」・「自主避難できる住民」の育成（防災リーダー等） － ● － ● ● ● ● ● － －

25 避難行動要支援者に対する、避難方法等の個別計画の作成 － ● － ● ● ● ● ● － ③

26 避難行動要支援者に係る地域の共助力の向上 － ● － ● ● ● ● ● － －

27 要配慮者利用施設における避難確保計画の作成促進 － ● － ● ● ● ● ○ － ②
要配慮者利用施設における避難確保計画の作成促進及び避難訓
練の実施について、独立した項目として追加

避難に関する啓発活動について

28 水害を想定した避難訓練、避難所運営訓練の実施 － ● － ○ ● ● ● ● － －

29 想定最大規模洪水又は計画規模洪水を対象としたマイ防災マップ等の更新、作成 － ● － ● ● ● ○ ● － －

30 関係機関と協力・連携した普及啓発活動 (出前講座等) の実施 ● ● － ● ● ● ● ● ○ －

２）ソフト対策の主な取り組み　②氾濫時に人命と財産を守る水防活動の強化に関する取り組み

水防体制

31 若年層の消防団加入促進を図る普及啓発活動を実施 － ● － ○ ○ ● ● ○ － －

32 重要水防箇所を姫路河川国道事務所ホームページ等で公表 － ● － － － － － －

33 関係者による重要水防箇所等の共同点検を実施 － ● ● ● ● ● － －

河川水位等に係る情報の提供

34 洪水時のカメラ・水位計による堤防監視、施設監視の強化 － ● － － － － － －

35 河川管理者による水位予測情報の提供 － ● ○ ● ○ ○ ● －

水防資機材の整備状況

36 水防倉庫等の配置計画を再検討 － ● ○ ○ ● ○ － ②

37 水防資機材の備蓄状況について、自治体に情報提供を実施 － ● ○ ○ ● ○ － ②

２）ソフト対策の主な取り組み　③一刻も早く日常生活を回復するための取り組み

氾濫水の排水

38 氾濫水を迅速かつ的確に排水するための排水計画の見直し － ○ ○ ○ ○ ○ － －

39 排水計画に基づく排水訓練、及び関係機関との合同訓練の実施 － ○ ○ ○ ○ ○ － －
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【関連法（取り組み義務がある項目を記載）】

①：河川法 ②：水防法 ③：災害対策基本法

【凡例】 ○：取組対象

●：実施中・実施済み

●又は○：今回更新箇所



姫路河川国道事務所の取組内容



マイ・タイムライン作成講座の開催

○マイ・タイムラインは住民一人ひとりのタイムラインであり、台風の接近等によって河川の水位が上昇する時に、自
分自身がとる標準的な防災行動を時系列的に整理し、とりまとめるもの。

○時間的な制約が厳しい洪水発生時に、行動のチェックリストとして、また避難判断のサポートツールとして活用され
ることで、「逃げ遅れゼロ」に向けた効果が期待されている。

○姫路河川国道事務所では、たつの市と協力してマイ・タイムライン作成講座を実施。

取組
番号

７・２９
・３０

〇マイ・タイムライン作成講座の実施状況

 水害時の避難行動を理解し、命を守る行動のためにマイ・タイムラインを事前に作成することが有効である
と、住民の理解を深めることができた。

取組を実施した効果、成果

【検討ツール】逃げキッドを用いたマイ・タイムライン作成

○開催日：R7.3.15
○場  所：たつの市
○参加者：41人

たつの市



洪水対応演習の実施

○姫路河川国道事務所では、６月からの本格的な出水期を迎えるにあたり、防災体制に万全を期することを目的とし
て、管内の一級河川である加古川、揖保川での洪水を想定した「洪水対応演習」を実施した。

取組
番号

１９

◯ 日 時：令和６年５月９日（木） ９：００～１７：００

◯ 場 所：姫路河川国道事務所 災害対策室・河川情報室（３F）、

加古川大堰

◯ 参加者 ：神戸地方気象台、兵庫県、地方公共団体等 計１７機関

◯ 演習内容：

取組を実施した効果、成果

 関係機関と連携した洪水対応演習により、出水期に向けて防災体制を構築した。

〇洪水対応演習の実施状況

洪水対応演習実施状況（全体）

机上演習状況

関係機関との情報伝達実施状況（WEB会議）

情報集約状況

①関係機関への洪水予報、水防警報等の情報伝達
②ホットライン（電話）による情報共有
③洪水予測の演習
④河川管理施設等の操作ルールの確認、

操作及び情報伝達の机上演習 等



重要水防箇所の合同点検の実施
取組
番号

３３

○姫路河川国道事務所では、越水・溢水や漏水等の洪水時の被害発生が予想され、水防活動が必要とされる箇所に
ついて、重要水防箇所評定基準の見方、被害発生要因、対策工法を確認し、洪水時の注意点について、現地の状
況を関係機関と確認する合同点検を実施。

◯ 日 時：令和 ６年５月３１日（金）

◯ 場 所：揖保川、栗栖川、林田川

◯ 参加者 ：兵庫県西播磨県民局、姫路市、たつの市、宍粟市、太子町

〇重要水防箇所合同点検の実施

宍粟市 工作物（橋梁）・洗堀・越水 たつの市 越水箇所での水防活動（畳堤）演習 太子町 工作物（橋梁）

取組を実施した効果、成果

 具体的な水防活動内容とともに現地を確認することで、出水時の対応について共通認識を持つことができた。
 来年度以降も継続実施することで、知識の引継ぎを行う。



水文観測所点検の実施

○本格的な洪水期に備え、水位・雨量観測所（水文観測所）の重点的な点検を実施した。
○水文観測所において得られる水位や雨量のデータは、出水時に発表する洪水予報（氾濫注意情報や氾濫警戒情
報など）や、水防警報（水防団の出動など）、市町の避難情報発表のトリガーとなるなど、「国民の生命・財産を守る
ための重要な情報」の基礎となる非常に重要なデータとなる。

取組を実施した効果、成果

取組
番号

３４・３５

◯ 日 時：令和６年６月４日（火）

◯ 場 所：揖保川水系水文観測所 ４か所

◯ 目 的：洪水予報や水防警報などの基礎となる水位等の情報が確実に、正確に計測できているか確認を実施。

◯ 実施内容：水位計、雨量計の動作確認 等 

 

 水位・流量計、雨量計等の点検することで、出水期の洪水予報や水防警報の発表に備えることができた。

水位確認の様子 水文観測所の様子量水標 状況確認

〇水文観測所点検の実施状況



防災学習・施設見学会の実施

○令和６年５月１０日（金）、たつの市立神部小学校の６年生が馬路川排水機場を訪れ、当事務所より水害から身を守
るために必要な知識を学ぶ防災学習と排水ポンプ設備等の施設見学会を実施した。

取組を実施した効果、成果

取組
番号

７・２８
・３０

◯日  時：令和６年５月１０日（金）１０：４５～１１：４５

◯場 所：馬路川排水機場

○参加者：たつの市立神戸小学校６年生６５名程度

〇内 容：

・近年の水災害の動向、避難情報の発信、情報入手方法 等

・馬路川排水機場概要説明、設備見学

 排水機場の役割や重要性を知っていただくとともに、地域を守るポンプ設備の迫力を感じていただいた。

〇水害からの避難・排水機場の役割を学習 〇馬路川排水機場 内部の見学
馬路川排水機場の役割



防災に関する取組の普及啓発

○阪神・淡路大震災からの「創造的復興」理念の共有・継承等をコンセプトにした西播磨フロンティア祭に当事務所か
らも出展。

○災害対策車両（対策本部車）の展示や、ブースにて事務所の取組のPRを行った。

取組を実施した効果、成果

取組
番号

７・２８
・３０

○日 時：令和６年１０月２６日（土）１０：００～１５：００

○場 所：播磨科学公園都市 芝生広場

○主 催：西播磨フロンティア祭実行委員会

○展示・説明内容

・揖保川下流部のマイクロモデル（模型）を用いた浸水シミュレーション

・災害時の避難指示確認の喚起

・事務所の事業概要パンフレットを配布

 姫路河川国道事務所の防災に関するさまざまな取り組みについてPRできた。

〇事務所の取組のPR 〇乗車体験の様子

対策本部車の展示

〇マイクロモデルで洪水の危険性や避難の重要性を説明



浸水歩行体験の実施
取組
番号

６・７・
２８・３０

○兵庫県主催の「知ろう！学ぼう！総合治水展」にて、姫路河川国道事務所は国民の水防災意識の向上のため

「浸水歩行体験」を実施した。

○実  施 日：令和６年６月２日（日） １１:３０～１５:３０

○開催場所 ：兵庫県立人と自然の博物館（三田市弥生が丘6丁目）

○主    催 ：兵庫県土木部総合治水課、兵庫県立人と自然の博物館

○協    力：国・兵庫県立龍野北高等学校、神戸市立科学技術高等学校、兵庫県土地改良事業団体連合会、

(公益社団法人)雨水貯留浸透技術協会

〇浸水歩行体験

取組を実施した効果、成果

 約１５０名の地域住民が参加し、浸水歩行体験を通して、水害の危険性や避難時の注意点を伝達。

水の流れが速くて歩きにくい 傘を使って足もとを確認 濁水の中の避難を再現



加古川・揖保川水系 防災関連情報/防災支援情報（一般向け）

○姫路河川国道事務所では、加古川・揖保川流域の住民が風水害時において防災関連情報を収集することを支援
するためのポータルサイトを事務所ホームページで公開。

取組
番号

８・１７・１９
２０・３４

↓スマートフォン・PCからアクセス↓

https://www.kkr.mlit.go.jp
/himeji/index.html

＜姫路河川国道事務所HPで公開中！＞

「川の防災情報」にリンク
（活用方法について動画で説明）

「浸水ナビ」にリンク



○姫路河川国道事務所では、加古川・揖保川のわかりやすい防災情報発信を目的として、 災害発生情報等を一元
的に確認出来る情報マルチモニタや防災リンク集を、事務所ホームページで公開。

〇川の防災情報

加古川・揖保川水系 防災関連情報/防災支援情報（関係機関向け）
取組
番号

８・１７・
２０・２１・３４

○”気象”×”水害・土砂災害”情報マルチモニタ

〇防災関連情報（リンク集）



各機関の取組内容



タイムライン（案）の検証、及び改善に向けた検討

自治体の防災担当者を対象にした、気象災害の危険度が高まった時に、避難情報の発令判断に防災気象情報をど
のように活用するのかを模擬体験する、気象防災ワークショップを開催。

取組
番号

１２

〇気象防災ワークショップを開催

WEB形式の気象防災ワークショップの様子

神戸気象台



避難行動に係る情報等の提供

線状降水帯による大雨の半日程度前からの呼びかけについて、
令和６年５月27日からは、対象地域をこれまでの地方単位から府県単位に絞り込んで呼びかけを実施。

取組
番号

１８

〇線状降水帯発生の可能性を半日程度前から、府県単位での呼びかけに改善

神戸気象台



避難行動に係る情報等の提供

兵庫県気象情報に記載していた、24時間以上先（72時間先まで）の降水量等の量的予想は、幅を持たせた表現とし
ていましたが、令和６年６月１３日から、幅のない表現での運用を開始。

取組
番号

１８

〇兵庫県気象情報における量的予想の表現の変更

神戸気象台



避難行動に係る情報等の提供

社会的に大きな影響を及ぼす気象現象を予測した際に、WEBを活用した大雨や台風の説明会を実施し、注意警戒
を呼びかけた。また、防災メールを送付し、注意警戒を呼びかけた。

取組
番号

１８

〇WEBを活用した気象に関する説明会で、警戒を呼びかけ

低気圧や前線による大雨
     5月28日（オンライン気象解説）

 （減災対策協議会へＷＥＢ気象解説）
6月22日（オンライン気象解説）

11月  1日（オンライン気象解説）

台風第10号
8月23日（オンライン気象解説）
8月26日（オンライン気象解説）
8月27日（オンライン気象解説）
8月28日（台風説明会）
8月30日（オンライン気象解説）台風説明会

減災対策協議会の
ｗｅｂ会議での気象解説

防災メールに
添付した
バーチャートの例

神戸気象台



避難行動に係る情報等の提供

住民に気象台が持つ危機感が伝わるよう、朝の時間帯に発表する兵庫県気象情報において、バーチャート形式の
図情報の運用を開始（ただし、発表条件あり）。

取組
番号

１８

〇バーチャート形式の図情報の運用開始

バーチャート形式の図情報の発表例

神戸気象台



関係機関と協力・連携した普及啓発活動の実施

防災訓練等でのブース出展や、学校などでの出前講座で防災気象情報について普及啓発を実施。

取組
番号

７・１８・２０
２１・３０

〇ブース出展、出前講座で普及啓発

加古川市総合防災訓練でブース出展

神戸気象台



網干西小学校水害教育の実施

○姫路河川国道事務所、網干消防署と連携し、市内の小学生に、体験型の水害教室を実施した。
○実際に段ボールベッド・テント組立、揖保川マイクロモデルによる浸水被害の体験等を実施した。

取組
番号

７・３０

〇段ボールベッド組立体験

◯⽇ 時：令和６年１１月１１日（月）

８時５５分～１０時３０分
◯場 所：網干西小学校 校庭及び体育館
◯ 参 加 者：８１人（小学校３年生、４年生）
◯参加機関：姫路市危機管理室

姫路市消防局網干消防署
姫路河川国道事務所

◯実施内容：水害の話
揖保川マイクロモデルの体験
段ボールベッド・テント組立体験
災害対策本部車・照明車の展示
消防車両の展示

取組を実施した効果、成果

〇小学生に対して水災害教育を実施することで、
自分たちが住んでいる地域の災害リスクを知り、
災害時の行動を考えるきっかけを与えることが
できた。

〇揖保川マイクロモデル体験

〇車両展示

姫路市



  水防上危険が予想される場所の合同現地踏査について

○市内における水防上危険が予想される場所の現状を確認し、災害時の初動対応等に備
えるため、防災関係機関合同で現地踏査を実施した。

○改修が必要なため池や対策工事予定の急傾斜地等の現地踏査を行い、警戒が必要な箇
所や有事における各機関の連携について確認した。

取組
番号

３３

〇⽇ 時：令和６年５月２３日（木）

１３時５０分～１６時３０分
〇参加機関：姫路市危機管理室、消防局、土地改良課、まちづくり指導課、河川整備課、道路管理課

陸上自衛隊中部方面特科連隊
兵庫県中播磨県民センター県民躍動室、姫路土木事務所
兵庫県姫路警察署

取組を実施した効果、成果

〇防災関係機関と水害リスクのある箇所や急傾斜地の情報共有ができた。
〇現地を実際に確認することで、災害発生時に迅速な対応が可能となる。

〇改修が必要なため池の確認 〇急傾斜地の確認 〇市川の改修箇所の確認

姫路市



ひめじ防災マイスター認定講座の実施

○地域防災に関する研修・啓発や訓練、計画策定の支援、企画・運営の実施など、防災
に関するアドバイザーとして活動していただく人材の育成を行うために講座を実施した。

○ひめじ防災マイスターの活動に必要な基本的な知識やスキルを、地域防災に関する知
見をもった講師から学んでもらった。

取組
番号

２４

◯⽇ 時：令和６年７月２７日（土）９時００分～１６時３０分

２８日（日）９時００分～１７時００分
◯実施場所：姫路市防災センター５階多目的ホール
◯ 認 定 者 ：９８人

取組を実施した効果、成果

〇地域防災に関するアドバイザーとなる人材の育成を行うことができた。
〇今後の地域防災活動の活性化、地域のつながりの構築、自助・共助の力の向上に
繋がる。

〇認定講座の様子 〇ワークショップの様子 〇プラザを活用した啓発研修

姫路市



◆取組の成果
①生徒の感想
非常食は思ったより食べやすくおいしかった。床に比べると、段ボールベッドの寝心

地が良く想像以上であった。簡易な間仕切りがあるだけでプライバシーが確保できる。

②成果
防災について若い世代に伝えることのできる貴重な機会であった。ハザードマップは

ほとんどの生徒が目にしたことがなかったので良い普及啓発となった。

施策名：普及啓発活動の実施

◆実施内容

①ハザードマップの説明等
防災について、身の回りにどのような危険があるか、逃げ時はいつか、避

難場所はどこか、どのように避難するかなど、ハザードマップを用いて説明を
行った。

②段ボールベッドづくり、防災食の試食体験
避難所生活の模擬体験として、グループごとに段ボールベットの作成と非

常食の試食を行った。

③振り返り
学習を通しての気づきや感想を発表し意見交換を行った。学んだことを家

族で話し合い普段から備えておくこと大切さについて確認した。
出前講座の様子

段ボールベッドつくり体験の様子

対象者：山崎東中学校2,3年生

市が取り組むソフト対策 取組
番号

７・３０宍粟市



調整池の設置及び保全（流域対策）

● 豪雨による増水に対応するための水位調整

取組
番号

５

 事前放流により水位を調整することで、雨水貯留容量を確保し、河川の急激な増水を防ぐこと
ができる。

取組を実施した効果、成果

〇兵庫県「ため池治水活用拡大促進事業」を利用し、ため池の治水利用に取組む

＜取組期間＞ ９月１日から10月31日まで

＜放流水位＞ 満水位から３m低い水位

（第一斜樋バルブの取水口の水位まで放流）

＜減水水量＞ 6,366.6㎥

（道谷池：たつの市新宮町篠首）

（大正池：たつの市揖保川町原）

＜取組期間＞ ９月１日から10月31日まで

＜放流水位＞ 満水位から0.4ｍ低い水位

＜減水水量＞ 6963㎥

たつの市



田んぼダムの設置（流域対策）

● 田んぼダムの設置により、急激な増水を防ぐ

取組
番号

５

取組を実施した効果、成果

〇従来型の田んぼダムとあわせて自動給水排栓等を設置する「スマート田んぼダム」を設置

スマート田んぼダム事業 「金剛山地区」

㈱たつのアグリ
管理農地区域

田んぼダムの設置状況①

田んぼダムの設置状況②

 排水流量の抑制により下流域の河川の急激な増水を防ぐことができる。
 実施総面積：600ha、せき板配布数：2,738枚（令和6年度末時点）

たつの市



排水樋門外水位計通報装置の設置（流域対策）

● 通報装置の設置により、河川から内水側への逆流を早期に察知し、内水氾濫を防ぐ

取組
番号

５

 通報装置の設置により河川から内水側への逆流を察知し、早期に樋門開閉の判断を行う。

取組を実施した効果、成果

〇中井川排水樋門に通報装置を設置

中井川排水樋門

中井川（内水側）

林田川（外水側）

たつの市



子ども防災体験学習の開催

● 市内小学生(概ね4年生)を対象に、子ども防災体験学習講座を実施

取組
番号

７・９・１０

〇防災行政無線設備や災害対策本部会議室の見学、防災グッズ作成、防災食試食体験を実施

◯日 時：令和6年10月17日（木）
10：40～12：00

◯場 所：たつの市役所災害対策本部会議室
○参加者：龍野小学校3年生 約30名(1クラス)
○内 容：１．防災講座

２．防災行政無線設備見学
３．防災マップ説明
４．３D浸水シミュレーション体験
５．ダンボールスリッパ作成体験

３Ｄ浸水シミュレーション体験

防災行政無線設備見学

◯日 時：令和6年10月23日（水）
10：00～13：00

◯場 所：たつの市役所災害対策本部会議室
○参加者：神岡小学校4年生 約40名(2クラス)
○内 容：１．防災講座

２．防災行政無線設備見学
３．防災マップ説明
４．３D浸水シミュレーション体験
５．ダンボールスリッパ作成体験
６．防災食試食体験

ダンボールスリッパ
作成体験

市職員による防災講座

たつの市



防災行政無線設備等の更新

● 機器の更新とあわせて防災アプリを導入し、防災行政無線放送内容を通知

 無線通信機器の更新や高性能スピーカーの導入により、正確な情報伝達が可能になった。
あわせて、防災情報アプリの導入により、多様な情報伝達手段を構築することができた。

取組を実施した効果、成果

取組
番号

２０・２２
・２３

防災行政無線機器を更新し、
無線通信機器及び高性能スピーカーを導入し、機能強化を図った。

防災情報アプリを導入し、

防災情報の新たな伝達手段を確保した。

令和６年度実施内容

＜防災行政無線設備＞
屋外拡声子局(111局)の機器を更新

＜防災情報アプリ＞
全国避難所ガイドアプリによる防災行政無線放送内容の配信、通知
出前講座等による登録啓発活動

たつの市



・災害時避難行動要支援者の避難計画の重要性について、地域住民の理解を深めた。
・地域の避難行動要支援者について考えることで、自助、共助の重要性を再確認した。

○災害時避難行動要支援者等に関する連絡会を実施
災害時避難行動要支援者ごとに避難場所、避難経路等を定めた個別避難計

画の作成に向けての取組

・障害者利用施設に想定される災害や災害時避難行動要支援者登録制度、個別避難計画
について説明を実施している。
・障害者施設の災害時避難行動要支援者の情報の共有や聞き取り調査を実施している。

取組を実施した効果、成果

参加者
太子町民障害者利用施設、社会福
祉協議会、太子町企画政策課（防災
担当）、太子町高年介護課（高年福
祉担当）

災害時避難行動要支援者等に関する連絡会

個別避難計画の作成の推進 取組
番号

２５・２６太子町



ソフト対策・情報伝達に関する取組

○「安全報告書」や沿線情報誌「エスコート」にて、自然災害への備えとして想定最大規模洪水ハザードマップや「川
の防災情報」「キキクル」を活用した運行規制・避難への活用をお客さまに周知します。（継続実施）

取組
番号

１０・１８・２１
・３５

〇沿線情報誌「エスコート」での情報発信

エスコート2024年8月号より山陽電車沿線情報誌「エスコート」（月刊）

山陽電気鉄道株式会社
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